
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

鶴城町 上宮町 鶴河内町 大鶴本町 大肥町 大肥本町 大鶴町 大鶴地区 町名 大
鶴
地
区 

人
口
統
計 

88（0） 88（0） 199（-1） 227（-3） 170（0） 193（0） 330（-5） 1295(-9） 人口 

42（0） 33（0） 77（-1） 105（-1） 78（0） 71（0） 125（0） 531（-2） 世帯 

 
※データは日田市 HP より令和 2 年 5 月３1 日現在 ()は前月比 

「
こ
ん
な
ご
時
世
だ
か
ら
、
多
く
の

方
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
梶
原
孝
俊

さ
ん
（
大
鶴
本
町
）
所
有
の
満
開
の
サ
ツ

キ
を
玄
関
に
飾
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

思
わ
ず
「
き
れ
い
！
」 

と
声
を
出
し
て
し
ま 

う
程
の
美
し
さ
で
、 

皆
さ
ん
の
気
持
ち
を 

晴
れ
や
か
に
し
て
く 

れ
ま
し
た
。
梶
原
さ 

ん
、
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。 

 ６月１日からの開館に伴い、大鶴公民館では６月８日に、

生きがいサロン（貸館）、と書道教室（自主学習教室）の利

用で本格的にスタートし、３ヵ月ぶりに公民館に地域の皆

さんの声が戻ってきました。利用者さん同士ひさびさの再

会にマスク越しではありますが嬉しそうに会話をしていま

した。つい嬉しくて近づいてしまいがちですが・・・新しい

生活習慣を学び、皆で楽しく公民館を利用して下さい。 
 

お
詫
び
と
訂
正 

広
報
大
鶴
５
月
15
日
号
で
掲
載
し
ま

し
た
大
鶴
地
区
各
種
団
体
の
役
員
紹
介

で
大
鶴
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
副
会

長
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

い
た
し
ま
す
。
正
し
く
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

大
鶴
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

令
和
２
年
度 

 

【
副
会
長
】
坂
本 

幸
雄 

 
 

 
 
 

井
上 

邦
子 

※
敬
称
略 

開
館
の
お
知
ら
せ 

（
一
部
利
用
制
限
が
あ
り
ま
す） 

  

日
田
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
感
染
防
止
策
を
講

じ
な
が
ら
、
６
月
１
日
か
ら
当
分
の
間
、
左
記
の
利
用
条
件
に
よ
り
開
館
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

〇
利
用
時
間 

 

・
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
夜
間
、
土
、
日
、
祝
の
利
用
は
出
来
ま
せ
ん） 

 

〇
利
用
を
控
え
て
い
た
だ
く
方 

・
高
齢
の
方
、
持
病
を
お
持
ち
の
方
、
妊
婦
の
方
で
、
体
調
に
不
安
を

感
じ
る
方 

 
 

〇
利
用
を
控
え
て
い
た
だ
く
団
体
（
活
動
） 

・
大
声
で
の
発
声
、
歌
唱
等
を
行
う
団
体 

・
近
接
し
た
距
離
で
の
会
話
を
行
う
団
体 

・
身
体
接
触
を
伴
う
練
習
等
を
行
う
団
体 

・
用
具
等
の
物
品
を
共
有
し
て
使
用
す
る
団
体 

 〇
利
用
に
際
し
て
の
お
願
い 

・
利
用
名
簿
に
氏
名
・
連
絡
先
・
体
温
の
記
入
。 

※
公
民
館
で
も
検
温
は
出
来
ま
す
が
、
体
調
管
理
の
為
、
ご
家
庭
で
の
検
温
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

・
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
手
指
消
毒
。 

・
各
自
で
ス
リ
ッ
パ
の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
利
用
中
の
換
気
、
人
と
人
と
の
間
隔
、
公
民
館
の
備
品
の
使
用
等
の

注
意
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
し
く
は
公
民
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

広報 おおつる                                         ２０２０年６月１５日発行   
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新 型 コロナウイルスに関 する相 談 窓 口 を日 田 市 が開 設 しています。電 話 ０９７３－２２－８２４３ 

自
主
学
習
教
室
代
表
者
会
議 

 
 
 

 
 

 
 

 

を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

６
月
４
日
に
、
大
鶴
公
民
館
自
主
学
習
教

室
１２
教
室
の
代
表
者
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
、
令
和
２
年
度
の
登
録
申
請
と
、
感
染
症

対
策
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

開
館
さ
れ
ま
し
た
が
利
用
制
限
が
あ
る
為

に
全
教
室
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
と
は
な
ら
ず

残
念
で
す
が
、
少
し
ず
つ
制
限
が
解
除
さ
れ
、

全
教
室
が
利
用
で
き
る
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
皆
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
活
動
可
能
な
教
室
】 

・
絵
手
紙
教
室 

・
歌
謡
舞
踊
教
室 

・
書
道
教
室 

 

・
静
修
俳
句
会 

・
お
花
の
教
室 

・
舞
踊
教
室
（
時
間
帯
を
昼
に
変
更
） 

 

【
活
動
休
止
中
の
教
室
】 

・
吟
詠
教
室 

・
ピ
ン
ポ
ン
同
好
会 

・
え
ん
か
塾
木
洋
会
・
え
ん
か
塾
日
謡
会 

・
料
理
教
室 

・
元
気
ス
テ
ッ
プ
お
お
つ
る 

 

休
止
中
の
教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用

制
限
の
緩
和
や
解
除
に
よ
り
利
用
可
能
に
な

り
ま
し
た
ら
代
表
者
に
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。
利
用
可
能
な
教
室
も
上
記
「
開
館
の
お

知
ら
せ
」
の
中
の
「
利
用
に
際
し
て
の
お
願

い
」
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

地区巡回健診の見合わせについて 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、公民館などで行う地区巡回健診は 
９月末まで実施を見合わせます。１０月以降は今後の状況を見ながらお知らせ

いたします。午後健診・医療機関での健診・人間ドック等は実施しています。  
① 午後健診 事前予約必要 日田健診センター（２２－３６００） 
② 医療機関での健診 事前予約必要 指定医療機関 
※指定医療機関がご不明な方は日田市健康保険課健康支援係へ問合せ下さい。 
③ 人間ドック  

・国保人間ドックは対象者に個別に通知 
・大分県厚生健康管理センター（０９７７－２３－７１１２）は直接申込 

 
ご不明な点等の問合せ先～日田市健康保険課健康支援係（２４－３０００） 

 

 
大
鶴
地
区
の
方
が
材
料
の
提
供
や
、
家
庭
で
手
作
り
し
て
く

れ
た
布
マ
ス
ク
２
枚
と
大
鶴
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
住
民
サ

ポ
ー
ト
事
業
「
キ
ュ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
お
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ

を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
大
鶴
地
区
の
集
落
支
援
員
の
梶
原
さ
ん
と

５
月
１３
日
か
ら
約
７０
世
帯
の
お
一
人
暮
ら
し
の
方
に
配
布

を
し
ま
し
た
。
留
守
の
ご
家
庭
で
は
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
い
き
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
に
直
接
手
渡
し
て
、
お
話
も
す
る
こ
と
も

出
来
ま
し
た
。
「
手
が
悪
い
か
ら
、
作
る
こ
と
が
出
来
な
く
て

困
っ
て
い
た
」
「
気
持
ち
が
う
れ
し
い
！
」
な
ど
、
沢
山
の
お

礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協
力
し
て
下
さ
っ
た
地
域
の

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
休
館
や
自
粛
な

ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
で
、
大
鶴
公
民
館
が
休
館
中
に
手

作
り
マ
ス
ク
を
通
じ
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
事
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
出
来
事
で
し
た
。 

残
り
の
手
作
り
マ
ス
ク
は
大
鶴
振
興
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に

て
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
マ
ス
ク
が
無
く
て
お
困
り

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

 

 
５月２２日（金）、日田彦山線の早期復旧をＪ

Ｒ九州に求める要望書を井上正信大鶴振興協

議会長と森山由行夜明振興協議会長が大分県

議会 麻生栄作議長に手渡しました。 
 

・要望内容は、 
1． 日田彦山線復旧会議を早期に開催し、BRT

案を前提に一日も早く復旧方針を決定する

こと 
2． 復旧に当たっては、沿線住民の意見を尊重

し、地域のニーズに沿った交通ネットワー

クの構築を図ること 
※BRT とは、「バス高速輸送システム」 

麻生議長は、「福岡県とも連携し、早急な復興

を後押ししたい。ＪＲ九州には、スピーディー

な意思決定を働きかけたい」と応えました。 

 

 
 
 
 
その後５月２６日に、東峰村が鉄道復旧を断

念し、BRT 案を容認する意向を正式表明しまし

た。添田町、東峰村、日田市の沿線 3 自治体の

足並みがそろい、不通区間は BRT で復旧する

見通しとなっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  
 

（大鶴防災士会） 

 

あの日何が起こったのか、忘れてはならない。（大鶴防災士会） 

広報 おおつる                                         ２０２０年６月１５日発行 広報 おおつる                                         ２０２０年６月１５日発行 

令和元年度 差別をなくす人権標語 優秀作品 う わ さ よ り  自 分 の 心  し ん じ よ う 大 鶴 公 民 館 ホ ー ム ペ ー ジ  h t t p : / / w w w . h i t a - k . o r g / o o t s u r u /   

５
月
２５
日
に
書
面
に
よ
る
議
決
で
総
会
が
行
わ
れ
、
新
規
事
業
案
等

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

大
鶴
防
災
士
会
は
令
和
元
年
度
に
大
鶴
地
区
民
で
防
災
士
の
資
格
を

有
し
た
方
で
設
立
さ
れ
、
現
在
会
員
２４
名
（
令
和
２
年
４
月
）
で
大
鶴
地

区
の
防
災
・
減
災
に
努
め
て
い
ま
す
。 

令
和
２
年
度
役
員 

※
敬
称
略 

【
会 

長
】
藤
井 

隆
幸
（
上
宮
町
） 

【
副
会
長
】
坂
本 

均
（
鶴
城
町
） 

石
井 

徹
（
大
肥
本
町
） 

【
事
務
局
】
田
中 

孝
典
（
大
肥
町
） 

【
会 

計
】
金
﨑 

公
英
（
大
肥
本
町
） 

※
別
紙
で
大
鶴
防
災
士
会
よ
り
、
「
避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
」
の
お
知
ら
せ
が
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 災
害
に
備
え
て 

６
月
４
日
に
大
鶴
防
災
士
会
役
員
が
集
ま
り
、
避
難
所
で
の
感
染
症
対

策
と
し
て
、
軽
量
で
組
み
立
て
が
簡
単
な
簡
易
テ
ン
ト
や
、
段
ボ
ー
ル
に

よ
る
間
仕
切
り
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

い
ざ
と
い
う
時
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
避
難
す
る
事
が
必
要
で
す
。
も
し

大
鶴
公
民
館
が
避
難
所
と
な
っ
た
場
合
、
感
染
症
対
策
の
為
、
様
々
な
ご

協
力
を
求
め
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ 

ま
せ
ん
が
、
皆
で
協
力
し
て
乗
り
越
え 

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

出展：内閣府 防災情報のページより 
http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/h30_hinankankoku_guideline/pdf/campaign.pdf 

２０１７年 7 月 5 日からもうすぐ 3 年・・・ 

※

 


